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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
はじめに、計画の概要をご説明します。
計画の位置づけですが、本計画は、スポーツ基本法（第10条第１項）に規定されている「地方スポーツ推進計画」であり、本市がスポーツを推進する上で目指すべき施策の方向性や取組を示したものです。
国の第３期スポーツ基本計画を参酌しながら、第25期横浜市スポーツ推進審議会の意見と、市民やスポーツ団体等からの意見を踏まえて策定しました。
計画期間は令和４年度から８年度までの５年計画です。
なお、中期計画との整合や、本市の健康増進分野、障害福祉分野、教育分野などの関連計画と連携しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スポーツ推進の意義ですが、

まず、スポーツに親しむことで、心身の健全育成や体力向上につながります。
また、健康寿命の延伸により、医療費・介護費の削減が期待されます。

また、身近な地域でスポーツを楽しむことは、
・住民同士の交流を促進し、地域の一体感につながります。
・様々な住民が集い、交流することで、多様性への理解が深まり、
共生社会が進みます。

そして、大規模スポーツイベントの開催やトップスポーツチームとの連携は
・来街者、交流人口を増大させ、まちの賑わいをつくり、
・地域経済を活性化させ、横浜のまちもひとも元気になります。

スポーツを推進することで、少子高齢化、地域つながりの希薄化、地域経済の振興
などの横浜の社会課題の解決を進めていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

計画の構成ですが、本市のスポーツを取り巻く現状と課題を踏まえ、3つの目標、26の取組、11の指標を設定しています。
3つの目標を達成するために26の取組を推進し、その成果や進捗状況を見極めるために11の指標を設定しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目標の１つ目は、スポーツを通じた健康増進です。
スポーツを通じて、身体的・精神的・社会的に満たされた状態である
ＷＥＬＬ－ＢＥＩＮＧを市民が実現できるように取組を推進します。
ＷＥＬＬ－ＢＥＩＮＧは中期計画でも掲げられている概念ですが、
スポーツ推進計画においても目標に取り込んで推進しています。

人生100年時代の基盤は一人ひとりの心身の健康であり、スポーツは体力の向上や身体的な健康だけではなく、心の健全育成や精神的な充足感の獲得にもつながる活動です。また、仲間づくりや地域コミュニティの活性化にも寄与すると期待されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目標２は、スポーツを通じた共生社会の実現です。
東京2020大会は、基本コンセプトのひとつに、多様性と調和（ダイバーシティ＆インクルージョン）を掲げていました。
オリパラのレガシーとしても、大変重要な目標です。
イベントや施設など全ての場でダイバーシティ＆インクルージョンの視点を持ち、年齢や性別、障害の有無、国籍などに関わらず、誰もがスポーツに親しめる取組を推進します。

※注　ダイバーシティ＆インクルージョンとは、性別、年齢、国籍、障害の有無等、幅広い人材を迎え入れる「ダイバーシティ」（多様性）とあらゆる人材が能力を最大限発揮できる「インクルージョン」（包括・包含）の状態を示すものです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目標３は、スポーツによる賑わいづくりです。
トップスポーツチームとの連携をはじめ、国際スポーツ大会や国内大規模スポーツ大会を開催するとともに
これまでの開催経験を通じて得られたノウハウやレガシーなどの貴重な財産を活用し、スポーツによる賑わいづくりを推進します。

人口減少・少子高齢化の進行する中、スポーツイベント等の開催により交流人口を増やし、観光など市内の回遊性を高めることで地域産業を活性化します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スポーツ推進計画ではスポーツ施策の成果や進捗状況を見極めるため指標と目標値を設定しています。

成人の週１回以上のスポーツ実施率について、第２期計画までは、目標値を65％としていましたが、第３期計画では、国のスポーツ基本計画に合わせ、目標値を70％に設定しています。
第３期計画で新たに目標値を設定した30-40代の「働く世代、子育て世代」と言われる層のスポーツ実施率は、成人全体と比べ低くなっており、それを踏まえ目標値を60％に設定しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
障害者の週１回以上のスポーツ実施率は、令和２年度以降目標の40％を達成しているため、第３期計画では目標値を65％に引き上げています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スポーツが好きな人の割合は、第３期計画から新たに目標値を設定し、過去の数値を踏まえ75％としました。

横浜市はスポーツが盛んであると思う市民の割合は、第３期計画から新たに目標値を設定しましたが、これまで調査を行ったことがなかったため、成人のスポーツ実施率と同じ70％を目標としました。
令和４年度の結果は53％となっています。

スポーツイベントの観戦率は、第３期計画では「市内でのスポーツイベント直接観戦率」を目標としていますので、過去の市内外含む観戦率の数値を踏まえ、目標値を30％に変更しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
指標と目標値ですが、計11の指標を設定しています。
アウトプットによる指標に加え、中期計画にならってアウトカム的な指標を取り入れています。
特に、③④⑪などはアウトプットではなく、アウトカム要素を取り込んだ指標となっています。
⑤⑥については、子育て世代が住みやすいと感じてくれる都市、選ばれる都市になるためにも、指標として押さえておきたいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
目標達成に向けて、全庁的に26の取組があります。そのうちの主な事業の達成状況をご説明します。
「取組１　健康づくりに気軽に取り組む機会の充実」について、令和４年10月に、横浜元気！！スポーツレクリエーションフェスティバルを開催し、約8,000人の方にご参加いただきました。誰でも気軽に参加できるスポーツイベントとして、スポーツに親しむ機会を創出しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組３　働く世代と子育て世代の親と子が楽しむスポーツの充実」では、スポーツ実施率の低い子育て世代のスポーツ実施率の向上に向けて、令和５年６、７月に民間企業と連携した託児付きスポーツイベントを開催しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組４　児童生徒がスポーツを楽しむ機会・場の充実」です。
部活動の充実と教員の負担軽減の双方の面で効果が期待される部活動指導員について、令和４年度は、市立中学校146校に対し、675人を配置しました。
地域運動部活動推進事業については、休日の部活動を民間企業に委託する手法により、３校６部活動で実施しました。



FSEGHDER IR

7 FRheskzEA Uk A R—"Y DiZOMHEERE FTE

EBRESITCLET,
2 ISR, R
1 EBETRER
1 EERERR
X 2 ABhERASESHEPER
1 KERER
> EEhei DEERER
1 EaThEK
HEX 1 EEARPR E15
BFX 1 R EAR

T4 FERAERE - EAWI0AA (1 REZYFET 1 H5FA)
15

mIFE. MR (FFREX. #BRXZFR<S) 240D1\E

Xz
N—‘—‘wo—‘ONNH
&

2457 | AR RBRRA T

ERAFR, INHPFR
HEAHPFR. HPARFR

RN

?ﬁ@ﬁlﬂi& REFNFR. HENF
%
ARIBRFIL

RINEHRFR
TREPFR. RGP FR


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組７　学校施設を活用した地域スポーツの場の確保と充実」では、 地域でスポーツを気軽に親しむ機会を創出するため、市内小中学校の校庭に夜間照明の設置を進めています。　現在、市内16区（緑区、都筑区を除く）24の小中学校に設置されており、今年度、新たな設置１校にむけて、準備を進めています。
令和４年度は、延べ約10万人の方にご利用いただきました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和３年11月時点で、政令指定都市における小中学校の校庭夜間照明の設置校数はご覧のとおりです。参考資料として、第３期横浜市スポーツ推進計画の該当ページを付けておりますので、後ほどご確認ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組11　障害者スポーツの推進」では、障害のある方が身近な地域でスポーツに取り組める環境を整えていくため、スポーツ教室や指導者向け研修会等を実施しました。
具体的には、地域への支援として、市内障害者福祉事業所、特別支援学校への出張スポーツ教室等を令和４年度は255回行ったほか、地域での障害者スポーツにかかる支援者の人材育成として、各区スポーツセンター職員やスポーツ推進委員を対象とした研修等を令和４年度は10回実施しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組12　インクルーシブスポーツ等の推進」では、ボッチャ等の簡単で誰でも楽しめる種目の体験会・交流会を８区で実施し、942人の方に参加いただきました。ダイバーシティ＆インクルージョンの視点で誰もがスポーツに楽しめる場、きっかけを提供しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組19　大規模スポーツ施設を中核とした賑わいづくり」です。
横浜文化体育館再整備事業は令和２年７月に横浜武道館を先行開館しました。
令和６年４月には横浜ＢＵＮＴＡＩが開館予定です。周辺エリアとも連携し、大規模スポーツ施設を核とした賑わいを創出していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「取組22　横浜マラソン・ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会の実施」では、「2022ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会」などの大規模スポーツイベントを開催しました。2022ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会の観客数は、令和４年度はコロナ禍により、積極的な観客の誘致をしていないため、計測しておりませんが、令和５年度は約33万人でした。



%mgm
348

A
’j{—\yﬁﬂ‘ﬁiﬁ-_
ﬁngF'EI

AR
0w s
i &

B5

L

o TA\kPSAVs\l 202" i@

;’E‘_I'E
e
6B



[ ZR—YEBT

T8 ] D
IR CEITT

B
AR—Y 7%
(EERIEE

£ 100EFERROERIEI—AVE

DODLEDRRTHD, AR—Y
3D DE LY BERNERREZIT T
HLUIDDOBEEERPBHNETER
DEBICHDENBFHTT, £/,
BEO<OPg =T a =T DEMIC
HESTIEMHFINTVET, AR—Y
ZELT, BAR - 1B - 2 SHICHE
TeSNT=RRETH S TWELL-BEING]
EHRMERRTEDLSICHEZTHE
LET,

HEDAR—YZELH.
BEUZRLEDS, AR—YDffifiE%=
EFZITIENTEDRLSIC,
BRIBOIRRICIECTAR—YEER %

FHCREL. ELEDS,

[AR—YEmER] DRBRZBELET,

BiR

AR—Y 7% BT
HEMHSDEIR

R=YHEERICHEVWTHANRNY NP

MEREELTDHBTYAMN=
TAKAVIN—IaVDERRZHFS.
FimvErl. FEEOFE. BELLIC
Eho5d, HHNAR—YVICHL HDE
HEHELFT,

BFEEZECO. BEIPDERZAD
BEBHICESm-- SMlcunienTs
DHEHRERFATILOHICIE, B4
EHROZ—XICIEZBIEHRTAR
T, HICEEENOHEZEDDZE
T, ENUADEERDIDBDEEANICEST
H. AR—YVICEDHEAP T VRIEDE
fBICDEIFET,

BiZ

AR—=YICLD
AR LVD<D

RHEAR—YARY S DORRER

EERHIC, AR—YEFARLE
Hhig - BEFEE A DHFEIEE>T
WET, IS, AORS - 2 FEEbD
EITTBH, AR—YANNVEDRE
CEDRFAOEEROL, BAEET
AOEHEEESH D ETHIREE%
SEMELET,

Y TRR—YF—LEDEEZIL
O, BEIR—YASPERKREZ
R—YREOREZBECTESNEZ/D
NOPLAY—HEDEE LM EZEER
L. ZIR=YICLBRODWVWIDZHE
LEd.




RBRFmD

\\\\\\\\\HII”H//////

JE{H &
EBE-NMTEED
HIZEE D Hll g% - # &l ZEME
&b \ RHES
mEEND =t:10):p%

S . i

EERE LB RE

I R 1 5 1 8

(FRI3EE) BHIBEE)

AR BB E DA K — Y E . 595% | 70%BiE
BA®D 1 FEIC—FEL E DA R—Y R HEE . 788% | 100%CiEDHB
2B RFEBEA DB | e63%  75%bL
SHEALEDD, B - AK—VERLHEVEBSTFELORE - . 70%ME
FEHOE3ELLE (BRI O2R—Y R . 443% | 50%WE
B - FETHADE] ELLEDRH—YRHEE . s508% | eo%bLE
EEEOE ElLE DR F—YEHEE . 450% | 65%bik
BEEQ | FIi—EL EDRA—YREE . 585% | 80%ML
2RV T P EME 3% lomBE
B TORR—YAN Y EE R CE®)7162% | 30%ML
BRI AR~V NBEATH S EBSTROE — . 70%BE

%1 JORK—Y PRy T PRU—RHBIMNTBRAR—VICRS T, TR TRAR—YANY N EEZRBLIEADEIS,
X2 N ZEEORIBTOMNY TRAR—YEEERDZH, SELLTVD,

© Shugo TAKEMI/2022 Yokohama Triathlon



Eni

HXitH

AR—YHEHE(C
ﬁlﬂiHQ%ﬁ

1

3

BEO<DICK[EBICHDBETCHSDFRE

HIFRAR—Y  LIVI—YaVEERPAR—VIHEERS L EEL. FEHDOBHMBEFRTH. OB TH>THE
L SEBICBMTEDRIF—FVIANYRPIDOPHRR—YOHE, RR—Y L IUIT—oavyITRT4NI
EDEEFEFTELET,

MBFEERE21] ICEDE £EBBOAEBVERTEOEELEE. TROBRI<KDZEIPLIIEEZED F
T, IS, BEEEOPTCELAENSBREIDICEDED S [KIEFEIr—FVIRAVEE] HEZERL.
PRELZOEELCEELERETIEEDIC, BEICEODEVAPLBEONDOTHEDEDEVAADSONIFIL
DY, BETBOMGZZIELET,

HEEDRRERIETDSIAR—YARVEDFTER

MAR—YBEELEEL, WEYSV Y MRAS - REASPE—FAR—YIIRY7RE, HEOBRBDHR
ERBIDIBRELDITREMEAR-YANYNEZRETDEEDIC, WHTSMIBDATHRE - ZDITSNMT
ZRRIBEERET,

KBIZHDNMODHBH T, AR—YARZICBVWCEBEERBEZNOI=AP AR—YIRBICRAOLIEAZREL
MROAR=—YEMNELICDAEITET,

@(ﬂﬁt?%fﬂﬁ@ﬁt?ﬁ%b@ R—YDFREE

B<HEADSE. BICAR-YEBROEL 30~40NZHRIC. BETSMTESAR—YANYNEEREL.
Eﬁb?@bié%’la@ﬂﬂl%k?&b‘éf%é%hﬁ\bi?‘o ANYNERIE BERICEIDIEREBIIA-NIAIVE
SERLEELET,

FECHROBEFETRIC. AMRMEZBH L THESHEZ . %ﬁ?&ﬂ&étﬁﬂfﬁ&&‘%ﬁ?t #Icsmes
SERBEHTOISLZRHIISLEDIC, REM. DHE. HEFE TIERRFICAR-VIEEEEEZIREL.
BREBDITELSZBIDIFREZITVET, =olC. FEBHDVTHRES P AR— ‘J’éé‘kb&béﬁai“’& tEL. F
BCHEROBREFENZNZEXELET,

= PA N By =14 PN
REEFDAR-—VZEELEHE - IH5OTRE

[BEMAR—Y - LIUI—yay A\MBRHEE] B TEEEZEROMGICAR—YIEEELLOREL, AR—YHE
DEEEEZITOLET. BEPLAR—YICSRICEADIRRZBELET,

EEEIEEEDEER. EEBDOREEHBOEEEFONS DHE CHRIBHSNTSD, SISHSEHEZEDF T,
Erz. B0 NEFESOBTICET2RERE] ODREZREI. FHICHITBARADEEE OMIFHBTICETER
BEMRCRTOMBORFMEEREIR. ZREMFDEE - BHL T FELLEICESTERLVWAR—VIREOBREZE
WESCH

RE - £REDLE WU HEAR—YIRIRZHIT T8 FRMERDOAEN D DMRNEREPEHRBEEMBLET,

SEEDIFAR—YDFRE

AR—YEBEROSVEHEICDVT, SEHMELTRAR—YICEDEO D LT, BELOREIRRE. BDICIE
CTEMTEREREBEELRBE A ND<0, TUAIVFR. MED<KDEEICDENBAR-YHELEDREL
DBFEDOREE, ML T WVEEADDZEITVET,

BERECTHESIND [2EREGRUE (B KADALYD) | IZBML. RAO®ELT FHHIESHS
DDICEBMLET, 5. SH4EEICE. BRI - &S - )I|IEH - BREH DA EEELD, POTHR)IER
THfELETD,

AR—=YICHDBLT=O DEEEIZOHERE TR

MENMBEZISTAR—YICERDESH DL S0, RFBMORERRI G EOER. BEEROFRRES YZE
FIb. REEEE OB MAARZRROERZED. AR—YDNTEDHOHER - TERERDET,
REIBEPHEBEROE LICDEHSBANESHTEEORBrEGERTEBORBEED I,




ZRIEBhEERZ B LISHIE AR —Y DIZOHERE IR

SRR (R - (FERES) 2B, )X K-y RROT®, BATHE 2 RV 5T DERENE
EDEEEHTHILM 2R—YI5TNF & PIMERENRICRET S 2RV HESDTOIS L%
ELET,

AR—YEFSEERET B0, TANREE UTHRIRIREEEE RELET,

BEMAR—YERZELEYI-FLDEE - JEF
BEMAR—VERZEYY—PHRORAR—Y - ERZRORZEDOMREERL. AR—VERZOILTY
RCEDVEMROBRIODEHELET,

2AR—Y BB D LIEP ZAR—YEEDF - FHERICEIDINHADOE LBREEITVET,

by TRR=YF—LICXFL TR, 5ISHES, EMPEFRETORE, BF « AYYITANDATA AN Y R—b7%
EEERLET,

== s
BB Dt
BEAEEERD, AR EERITT S0, Fy TR F—LEEE 2 A—VEh. HEEESPEE
EREI B - BHLEHD, FEoOREEREEES - AEORREREFVET,

[EEDHIFEDHLDAR—YZELEHRE - IBDRR

IR S — PRBIRESRE EAL. BEOBSTE b ALNRMA S FBBE TONE B R—Y%
KL OBRERELET, 37, BARY (BENDEE2BEELT, SNERLTSbhDDOTHEORE
ERFTSREERE PO TS] CEERIEL. HURHIC ST SREEELTIEET,

YT PR~ PR TAR—YF —bEDIRPARY R BEBLT, BEDBHSTFE LA HREHSEDIH
Lo BAERMLET,

FEEE A R—Y DHEE
BEDHUEPZIFMITIBEZAR—YD—RAZICHIGL. BEDHDANBA B TRAR—YICEDED
BERBEEZ TV IO, HfAR—Y - LOUI—YaVREFEPHAR-VYHE BEEAR—YXLEzY5— (#
ESR—IV - SIR=IV LX) EHIBRLIZRYET—00, ER2020KED/S—bF—DBENBITD/IN\DERE
ZED—BERALTVEET,
BEXDAR—YEZVI—ADOEBNNERAR—VIBEEDREE Y. BEEAR—VOBEDRE -BHEZEDHF T,
BORHEEE AR—YASR (B /\YEYD) EOANYSEECPEHRNEEEE AR—VYHEOERE. BEEH
ZR—YVICEIIBREEDRRCEDBED AL, BEZEAR—VZBULLBENDERRELEBEEDHSEM
ZRETDEEDIC, MIHPEEEEZORKBLDOIXIREROET.,
HAR—YBEOMBEFREGSEEEL. 2EBEZAR—YASICHISETIMETRREFOMEFICE]D
HATWEET,

AV IN—TAR—YEDHE

FOXEETIEEDIC, TRAR—YBRRERASBIEABERUN\CUF—Y 3V BER (SR—) EDBERE
[CEDE BEEFK. BREE. gBEIBELEDS, RROAR—VEYI—F, M THONELH DA
VON—I TRAR—YEHELF T,

INSUVEP VL DERBREOERBERHEANYDORE, BEEAR—VERESEHELE T,




.,

I AR—YVIEEEDERN  BEIE

1 3 D ZAR—VEE TERETCEDIAMEBR T D BEHAR—Y - LIUI—Yay AMERBE| ZEMHEL. 2

R—viE8 LTS EBNAMAC LS COIBREETEEEbIC, KEIPRN. ZOMTEDEEDRE
EEELET, F-. DHEOETECRIETERLTL SO A A—VIBEEICH LT, MO =—XICHL
FIEERB LS ALEOMEERETBEEbIC, - XCHUTIEREE BN T B ADERY 7L ORIREEE
LET,

BAVERA—VIEEEERABREBET S LI, BAK—YBRPEAVNERR—VIESEHES (B
MoNE) FEELEL. AVIN—ITAR—Y DRBREHEZEMLETD,

AN — — = :
AR=YRSVTAPDER * &R
BEMAR—YRSIV TPV I—%EBL T THOAFBEAR—YANRYNEDRTY T4 P DEE - BFROM
BEDAMBRH. BEANYNEZBETIEEDIC. My TRAR—YF—LEEELTHENICRS Y T4 75D
TEB3EPHMEFRIHLET, o, INVREERZB3F—LD—BEBTHIAR—VRSYTAPICHL. HSB3DE
ENDEBH A I DA EEDET,

S

EE| MAEMIEZARN—YI ST DB « FBENZERUEE - ihE DHEE

HIF =2 =T OSEMMICHES TR ERMIGAR—YI ST EMREEMIGAR—Y IS TEEZHEZD
1 5 BEEEXEIDECHIC, B ISTOBRICIDEAET,

LEPBRANYNEZEBL., RERMHIAR—YISTORMEZE LD EELIC, BERMMGRR—YD
ST EHE EDEERILEXELEY,

AR—YHERE P AR—YZIEEGF EDZEIE - BB OHEE

FEOMR BEEOERE, El%%%lhsa{%&< HTHIEICERRIBRTAR—YERELGIENTEIBES
1 B2 AR—YBROBE L. AR—VYHERE, AR—VRSY T« 7. BEEEE, thsFE, c¥ESICEE
H 2 R— ‘J%LE@?‘%E%F&&/\G)*HIJE{E[/ BEZICDVWTERL., A VIN—YITRR—YEHETS DM
EBRLET, Flz. 2AR—VYBERERKICSIILESBICBOET,

I _d

SREEEDFIALPLTVAR—YDIZDTE

?atﬁﬁ(b%ﬂ\b\ EE. ABRALE SREZRDIEITIHEOFNZEZZTTIC. MALPITVRR-YD
1 7 REITDEH, TRY—LADERPNIFZIU—1b, AZN=HILF AV DHE, ZEE - PLVEXRE
f\@ﬁﬁﬁf&t“l:')utﬁéa‘bii Ele. SHEEEEDNAR—VEFIICSEL., MBEDDENDZRIIET, g
a7+ OEMZRDET,

by T RE—YF —L BB AE—Y DB IR

1 8 ﬁﬂiza‘:—wm—#r—;&‘u:@@m WBRYTRR—YF—LEEE - HETSET TAOSBTEEN S

—VOREZHRY I oMRETELET,
?t%ﬁ_?;’él;tb&) ZLOMRDNYTPRV—EXRIBDHIZRILL. by TLNIVICESETORERKZ
BLD, —ROEMZEBICLIZDTSZET. AR—Y OB HZLIDRIBEAL. AR—YNDORK-BLZES0H. £
MEEE EICDHRITED,

k*ﬁ*ﬂli]‘i—‘yﬁﬁﬁ’z‘%qﬂﬁt LcBRbLD<D

1 9 ZHEHADNESTARMEELTORII TP PU—F | [OBRESNTEEMLAEEBRBHRECSLTIE.

MRS ITPLAP EMTEIEORE S EEL. KRRAR—VBEREPRELEFEIDZEDTT, Fo. K
RIBRAR—YANRNYEDOFH - BECA Y TAR—YF—LEDEHEZBL. TRDN—ROTL—ZEHHEITIHE®
BOREBEHEIIRTZAIHIDLEHIC, EREELMIFRE T ECEBIELET,
TEHRT-NZEL<HRICELENSBRELTBEMIDED. by TRR—YF—LDKR—LTPU—FZHID
ELTERDVWILKD B EDHELF T,

KBRMREAR—YANV~DOFH - BEZE

20 ERASOLEARBEEDOKFEIAR—YANYSEFHL, TROZAR—VEEPORSY T4 PEEOREZEE

PLET, INVYSOREEZEL. TRANEITTIRAR—YEBHEE 0TSV T I8be, RO2EICHT
THEDOBHEEEL. BMBEODBEMABECHDEITET, Fe. TEHREFLELEL. RE - ROBARTEE L, &D
RBICBRE TEDLOMDBEAET,



' ._.- © Shugo TAKEMI/2022 &.a'TriJatlrL\-lon
e s
**ﬁ?ﬁlf-‘)*f’\‘/l\d)l/ﬁj DiERA

R D/ S— I — 8 « WHEH R, SIE—T—VRAYT 2019M THHY TEZIFANTZARF —L, BR2020 KEDRANTY
1 VRFEEDDHENDEERL, ARV ERBLEEESAERELET,
HRZARAR—YANY S DB EREEH OBEERRAFRISE O AR YR OEE LIRSV T4 7. KIRBAR—YANY DB
BRIV IC1—A VI BED /INIEEN L, FEDED S AR—YANVNERIHLET,
BEEBRERISPEERY I PLTIE. CNETHESNZEENEZR—YANYSDBROREICLD, BROBHZELLET,
STC=0=)VRAYT 2019 DEIEZRIE LT, STE—DER - RESOROIC [S0—OiiERalz it T2 BathEEhs
= (B BARTYF—A &R BEMR) | PERIISNTED, KREIR—YANYSOUAY—DQUEDELTERLTVEET,

. 4 \
BEISYVY - O=IVRrSAPR2OVIV—-XEEREDENE

BREYSYYEED, TUVANVEPRBEEBLEEEYSY Y F LY IREDREEANY S Z RGN C K
L. TREOBEIEED A R—VIREZRDET, S5IC. KESMEBRLIFTEL RSVTAP, IMEEREZIDE
SER.AVSAUNIVYVICSMEDIANMEIZZET, YT 7OE—Vav R OBRBREAMBHEEFTES
(T3] [H#B][SZIXBILETDADELOBIASELTEBLET,

HREZGE L AHNSRA VNEEEL, EFRF VTV ERETEIVI—IAW T, VYT ICDED B HRE
BEOAETHIT—IRrSAFRAOY < /ISSESAPRAOVY)-AEEAS] 5| =i =EEL. EREmHE
SR, AR—VEHEEENANCRELET., -

I —

4

dl

AR—YY—UZX LOHEE

AHESTROMY TRAR—YVIREBECPBEMSINTERERERE. BXERAEEHAEHE, MATRAR-Y EMRK
T B ERLORGEFBOL., Mg - FEZEETIAR—Y YU LZHELET,

AR—VIEHREDTR

MERNTBI[H#B] =23 EVWSEAR—YEHICSML P IT<ED LS AIR—YANRY S DOFREIFHRP.
AR=VIEBE, AR-VEROMNBICETSBREZ. AHOR—LR—IPLEHE. HAR-YBEDOAR—Y
BRTASTN\VAR]SNSE, SHREX T P 2B TRHELET

HIEGAR—YEDOHEVLDEIH

RR2020KRZZZRELTEESNIE TNV AR=Y O, TIYNEMEEBLIEAR—Y OEBZEFTEL.
WERICZED OB AR—Y EOHZE W, FLZDORAR—YICHNT, BIDESHREZRIHLEY,

DA—NINEEBEILDICLBERDVLDEIL

B - BAMKICDOVWT, BODAR<S KB BEF IO ZEELHERBOBRZB I BB PAH
TEOEFMEEDETY, Tfo. S<OMRPEMICHFNIEADNTHRERLATELZEDNTED LS AR=YA
NYhEBHELEEZTVED,




J—IVRrSAZ2OVIV—-XEERXSE

©)Shugo TAKEMI/2022 Yokohama Triathlon

City Cast Yokohama B#H = (FR 2020 X%)

T BRI —X HWEEEEE RIS HEREE

$EDeNANAZE—X BEASMGIEE  Zw/SYEEFCY—AILA
[€5229)] (&ZFHwh-) (ZFHwh-)

© (28 WEHAR—YiHS

YS.CC. HRFC BRF - TUJ2

(FubL-BFHuh-)  (BFHun-) (BFHvn-) o . '
SOE—D=IVREhvT2019™T7 V=Y

#RE— - 72 WRIZELYZ BRGRITS
BFNZTvNR-L)  (BFNARTINR) (PAZiRT-)

By Y74—1\ YOKOHAMA TKM BEF/ I1—INA
(VIR=I) (&F5JE-) (B¥5J€-)

RE SHLELR

[#47]
EEMMRBANR—VIREER
T231-0005 HEHHRAR6THS0E#D10

TEL:045-671-3583 FAX:045-664-0669

URL : https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/
sports/shinko/shinko/keikaku/2022sportskeikaku.html




	0921_【特別委】第３期横浜市スポーツ推進計画（説明用資料）
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	計画の構成
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	指標と目標値の達成状況
	指標と目標値の達成状況
	指標と目標値の達成状況
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	【参考】政令指定都市における小中学校の校庭夜間照明の設置校数（令和３年11月時点）
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20

	0613_YokohamaSports_Gaiyoban_六校_単ページ



